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ラッセルの「外部世界はいかにして知られるか」（Our Knowledge of the
 







































































Intention und Bedeutung. Zu Motiven bei Sellars und Wittgenstein, in
 
Sprachanalyse und Soziologie..1975.貞屋秀太郎訳、「言語遊戯と志向と意味
セラーズとヴィトゲンシュタインのモティーフによせて」、『現代思想』1980
年、5号、62頁以下に多くの示唆を受けた。
(14)黄山徳著『法哲学講義〔第三訂版〕』（前掲）、185頁。黄山徳が説く「自然
法論への批判」は、とくに『私の法哲学』（1987）が要領を得ている。拙訳『札
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幌学院法学』第22巻２号2006年、193～197頁。
(15)黄山徳著『法哲学講義〔第三訂版〕』（前掲）、187頁。〔第四訂版〕150～152
頁。とくにこの問題について、?12．「自然法とイデオロギー」として展開され
ている。この拙訳が『法学研究』北海学園大学、第16巻１号（1980）、121～148
頁。
(16)和辻哲郎著『仏教倫理思想史』和辻哲郎全集第、19巻（岩波書店、1978）
304頁以下。
(17)和辻哲郎著『仏教倫理思想史』（前掲）、305頁。ここでいう「不」は、‘八
不の世界’に通じ、存在論レベルで理解されてはならない。黒崎宏著『ウィト
ゲンシュタインから龍樹へ』（前掲）、19頁。
(18)和辻哲郎著『仏教倫理思想史』（前掲）、322頁、渡辺照宏著『仏教』（岩波
書店、1965）、148頁。空を説くことによって龍樹は、現実と理想との絶対的同
一（一元論）を主張した。龍樹が「空なる真理の体系化に努めた」として、田
村芳朗「仏教思想の歴史的展開」田村圓澄・田村芳朗編『日本仏教のこころ』
（有斐閣、1977）21頁参照。その一方で、「空」の原理の曖昧さ、両義性につい
て、鋭い指摘がみられる。末木文美士著『仏教VS.倫理』（筑摩書房、2006）、
58頁以下に詳しい。
(19)龍樹の弁証法は「法」→「畢竟空」の通路をあけるにある。すなわち、根
源に還る運動である。この弁証法の運動は同時に実践的であるべきで、禅宗の
修道法がそれである。和辻（前掲）、386頁参照。
(20)すなわち、人は?我>?空>作用の作者であるのみならず、自己同一意識
を保つ、責任の主体であって、要は?我>が?空>において有ることになる、
とする。和辻（前掲）、332頁参照。
(21)ケルゼンの『強制規範』批判については、本訳稿、第４訂再版『附録』17．
に要領よくまとめられているが、詳細は『法哲学講義〔第四訂版〕』?18．新カ
ント学派の法哲学、ｇ．純粋法学、を参照されたい。なお、「新カント学派の
法哲学」については、その拙訳が本誌22巻２号、157～186頁。
※ 本稿は、2005（平成17）年度「研究促進奨励金」（SGU-S05-168016-09）
の交付を得てなされた研究成果（３部作）の最終稿である。
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